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(54)【発明の名称】 加熱したエレクトロルミネセンス蛍光物質の色彩の安定化

(57)【要約】
【課題】  エレクトロルミネセンス蛍光物質の色彩安定
性の向上法を提供する。
【解決手段】  エレクトロルミネセンス蛍光物質を形成
し、次いでその形成されたエレクトロルミネセンス蛍光
物質を真空中においてＥｕ、Ｃｅ及びＳｍより本質上な
る群から選択される物質の存在下に色彩安定性の向上を
もたらすのに十分な時間焼成する各工程を含むことを構
成要件とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ＺｎＳ：ＣｕＣｌエレクトロルミネセン
ス蛍光物質を形成し、そして該エレクトロルミネセンス
蛍光物質を真空中においてＥｕ、Ｃｅ及びＳｍより本質
上なる群から選択される物質の存在下に色彩安定性の向
上をもたらすのに十分な時間焼成する、各工程を含むＺ
ｎＳ：ＣｕＣｌエレクトロルミネセンス蛍光物質の色彩
安定性の向上法。
【請求項２】  真空が約７３０～７５０ｍｍＨｇの圧力
からなる請求項１記載の方法。
【請求項３】  色彩安定性の向上をもたらすのに十分な
時間が約７２時間である請求項２記載の方法。
【請求項４】  ＺｎＳ：ＣｕＣｌエレクトロルミネセン
ス蛍光物質を形成し、
反応容器の底部に、Ｅｕ、Ｃｅ及びＳｍより本質上なる
群から選択される元素の粉末又は顆粒形態のものを、色
彩安定性の向上を引き起こさせるのに十分な有効量で配
置し、
該元素を蒸気透過性バリヤーで覆い、
ある量の該蛍光物質を反応容器に該蒸気透過性バリヤー
の上に加え、
該反応容器を７３０～７５０ｍｍＨｇの圧力まで排気し
て該反応容器を密封し、そして該反応容器を約５００℃
の温度に約７２時間加熱する、各工程を含むＺｎＳ：Ｃ
ｕＣｌエレクトロルミネセンス蛍光物質の色彩安定性の
向上法。
【請求項５】  蒸気透過性バリヤーが石英ウールのプラ
グからなる請求項４記載の方法。
【請求項６】  反応容器が厚壁の石英製管である請求項
５記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、エレクトロルミネ
センス蛍光物質に関し、より具体的には後続の焼成操作
中において向上した色彩安定性を有するかかる蛍光物質
に関する。
【０００２】
【従来の技術】エレクトロルミネセンス蛍光物質は、交
流電場の存在下において発光する物質である。かかる蛍
光物質は知られている。具体的な例は、米国ペンシルバ
ニア州トワンダ所在のオスラム・シルバニア・プロダク
ツ・インコーポレーテッドからタイプ７２３として入手
できるＺｎＳ：ＣｕＣｌ物質である。
【０００３】これらの蛍光物質を使用したランプは、適
当な電場の存在下に置かれると、一般には、可視スペク
トルの青緑色範囲において発光する。即ち、それはｘ
＝．１８４及びｙ＝．４３５の色度座標（標準ＣＩＥ図
形）を有する。幾らかのランプで使用するときには、こ
れらの蛍光物質に被覆を備えて水分劣化を防止すること
が必要であることが偶然にも分かった。これらの被覆
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は、蛍光物質を１７５℃よりも高い温度において加熱す
ることによって、通常、蒸着法によって適用される。こ
の後続処理は、蛍光物質の発色において望まれない有害
な変化を引き起こして黄色をより多く発光させ、即ち、
ｘ＝．１９３～．１９９及びｙ＝．４７１～．４４４の
範囲内の色度座標を有する物質にすることが知られてい
る。かかる変化は、焼成の温度範囲に左右される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】それ故に、本発明の目
的は、従来技術の不利益を排除すると共に、向上した色
彩安定性を有する蛍光物質を提供することである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】発明の概要
これらの目的は、本発明の１つの面では、エレクトロル
ミネセンス蛍光物質を形成し、次いでその形成されたエ
レクトロルミネセンス蛍光物質を真空中においてＥｕ、
Ｃｅ及びＳｍより本質上なる群から選択される物質の存
在下に色彩安定性の向上をもたらすのに十分な時間焼成
する各工程を含むエレクトロルミネセンス蛍光物質の色
彩安定性の向上法によって達成される。
【０００６】
【発明の実施の形態】発明の具体的な説明
本発明を他の更なる目的、その利益及び能力と一緒によ
りよく理解するためには、以下の開示及び特許請求の範
囲の記載を参照されたい。
【０００７】以下の表Ｉは、対照試料（項目１）の望ま
れる色度座標、並びに種々の温度で焼成されそしてラン
プに製作された２つの未処理試料（項目２及び３）の望
まれない色度座標を示す。項目２及び３の焼成はすべて
７２時間の間であった。
【０００８】
【表１】

【０００９】予め形成した蛍光物質をＥｕ、Ｃｅ及びＳ
ｍの群から選択される元素の存在下に焼成することによ
って、望まれない色彩変化を防止することガできること
が分かった。これらのデータを以下の表IIに示す。
【００１０】
【表２】
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【００１１】表IIにおける項目１及び２は、表Ｉからの
持ち越しである。表に記載した３つの反応体と同様に、
項目２は５００℃で７２時間焼成された。
【００１２】具体的に言えば、使用された蛍光物質は、
オスラム・シルバニア社からのタイプ７２３のＺｎＳ：
Ｃｕ，Ｃｌであった。すべての試験は、厚壁石英製容器
（壁厚３．０ｍｍ）において次の条件下に行われた。
【００１３】１～４ｇの選択した元素（粉末又は顆粒の
どちらかとして）を反応容器の底部に置いた。次いで、
この物質を石英ウールの如き蒸気透過性プラグで覆っ
た。非反応性の均等物質を使用することもできる。石英
ウールは粉末物質に対して不透過性であるが、しかし蒸
気が通過するのを許容する。蒸気透過性バリヤーの上 *
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*に、２５～４０ｇの蛍光物質を置いた。次いで、容器を
排気させて約７３０～７５０ｍｍＨｇの圧力まで下げ、
そして密封した。次いで、容器を５００℃で７２時間加
熱した。これらの焼成した蛍光物質から作ったランプは
表IIに示す色度座標を有していたが、これは、この蛍光
物質の公称許容範囲内で十分に受け入れ可能な発色を生
じることを示している。
【００１４】先に記載した受け入れ可能な元素の他に、
Ｂｉ、Ａｌ、Ｃｏ、Ｓｂ、Ｐｂ、Ｐｄ、Ａｕ、Ｇａ、Ｓ
ｎ、Ａｇ、Ｇｄ、Ｙ、Ｃｕ、Ｓｃ、Ｓｉ、Ｍｏ、Ｍｎ、
Ｃｒ、Ｍｇ、Ｉｎ及びＺｎを使用して同様の条件下の試
験も行った。後者の４種の元素を使用した試験では、完
全に読めないか又はぼんやりして読めないランプがもた
らされた。
【００１５】かくして、ここに、ＺｎＳ：Ｃｕ，Ｃｌエ
レクトロルミネセンス蛍光物質の色彩安定性の向上法が
提供される。
【００１６】現時点で本発明の好ましい具体例であると
考えられるものを例示説明したけれども、当業者には特
許請求の範囲によって規定される如き本発明の範囲から
逸脱せずに本発明に対して幾多の変更修正をなし得るこ
とが明らかであろう。
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